
　（別紙４（２）） 事業所名：守山ｹｱﾊｰﾄｶﾞｰﾃﾞﾝ　ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑつづみの丘

目標達成計画 作成日：　令和元年 7月 31日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

ご入居者が自らの行きたい場所へ出掛けられ
る支援として、少人数での個別外出を実施して
きたが、ADLの高い方々の入院、体力低下、退
居などから個別外出の機会が減少している。

ご入居者の「楽しみ」「満足」に向けての取り
組みを、屋外のみならず、屋内の行事をマン
ネリ化させない取り組みを行う。

1.少人数による個別外出は、事前にニーズの把握をおこない実施する。
（1）相性や歩行レベルに合わせて2～3人の班分けを行う。
（2）あらかじめ各班には担当者を設定し、ニーズ調査や計画書の作成を行
い、確実に実施する。
2..委員会を計画的に開催し、施設行事の内容の充実に図る。
（1）見て・聞いて・感じて楽しめる工夫をする。
（2）ご入居者参加型を必須とする。

１２ヶ月

2 40

食事形態でペースト・ソフト食の方が増え、「食
の在り方」を見直す取り組みとして、「デザート
バイキング」を行い好評に終わった。しかし、そ
の後の開催はなく、継続していく事が課題とな
る。

ソフト食・ペースト食の在り方を考え、満足に
近づける取り組みを行う。

1.フロアリーダーが中心となり、フロア別の行事食委員会を開催する。
（1）現在、提供しているペースト食の見直し。
　　　（何が欠けているのか等）
（2）満足に向けての「できる工夫」を明確にする。
　　　（ＧＨにおいての最大限）

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

6 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的
な計画を記入します。

【目標達成計画】　


